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場所：オートポリス（大分県） 1 周 4.674 ㎞ 

天候：晴れ / コース：ドライ / 気温：20℃ / 路温：33℃ / 観客動員数：24,400 人 

見事、2 位表彰台を獲得！ 

２０１４年 SUPER GT 第３戦の決勝がオートポリス（大分県）で行われた。昨日に比べるとやや雲は

あるが、暑い一日となった。 

 

６月１日（日） 

＜決勝  ６５LAPS / １４：００～＞ 

＃６１ SUBARU BRZ R&D SPORT は佐々木孝太がスタートを受け持

ち、レースは始まった。佐々木は素晴らしいスタートを決めトップを守り

周回を重ねる。２番手の＃５５ CR-Z を引き離したいところではあるが、

タイヤを労わりなかなかタイム差を広げる事が出来ない。２９周目、トッ

プ走行のままピットイン、井口卓人に交代する。３２周目、後続の＃５５ 

CR-Z がピットインし、＃６１ SUBARU BRZ R&D SPORT の前でコース

に戻る。その後はBRZがCR-Zを追う形となる。４５周目、セーフティ―

カーが出て再スタートとなるが、両車の関係は変わらず、終盤までファ
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ーステストラップを相互に出す肉薄した展開が続く。このバトルは最終

ラップまで続いたが、抜く事は出来ず、＃５５ ARTA CR-Z GT が優勝、

＃６１ SUBARU BRZ R&D SPORT は２位でチェッカーを受けた。なお、

GT５００クラスの優勝は＃２３ MOTUL AUTECH GT-R が制した。 

 

 

 

ドライバーもスタッフもいい仕事してくれましたが、相手が一枚上手で

した。チームに何が足りなかったか、詳しくデータを見てみます。皆様

の応援にもう一歩答えられなかった事が残念です。次戦菅生も得意

なサーキットです。気を引き締めて表彰台を狙っていきます。 

 
 

 

 

 

予選では GT300 クラス最多ポール記録を更新する事が出来て、

SUBARU 様、チームの皆様、そしてスポンサー様には感謝しておりま

す。その勢いで決勝もトップでゴールをする為に全力を尽くしましたが、

一歩及ばず 2 位となりました。僕自身、自分のスティントは満足行く走

りが出来たので次のレースでは必ず勝ちたいと思います。 

 
 

 

 

今回は、地元のレースでしたし、流れを変える意味でも結果を出した

いレースでした。フリー走行から、車、タイヤの状態も良く、ポールポ

ジションは取れる自信があり、それを実現することが出来ました。決

勝に向けて、タイヤの温存も出来ましたし、期待を持てる土曜日を過

ごせたと思います。決勝は、土曜日に引き続き、車とタイヤのマッチ

ングも良くトップをキープ出来ていましたが、それ以上に CR-Z が速く、

最後までベストタイムを出しながらプッシュしましまが、あと一歩届くこ

とが出来ませんでした。2 位という結果でしたが、最後まで諦めずに走り切ることが出来ましたし、力

を出し切ることが出来ました。次は優勝目指して頑張ります。 

 

 

 

 
予選・決勝の詳細に関しては ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ http://supergt.net/jp/ 

またＳＵＢＡＲＵモータースポーツニュース http://www.subaru-msm.com/ もご覧ください 

                                        

２０１４年６月１日 
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